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基本計画の策定主旨と名称

第六次函南町総合計画基本構想に示した 10年
間の町の基本理念や将来像を実現するために、後
半の５年間を対象期間として各分野で実施する取
り組みを示すため本計画を策定するものです。そ
のため計画の名称を「第六次函南町総合計画後期
基本計画」とします。

計画の期間と内容

後期基本計画の期間は、令和４年度から令和８
年度までとします。計画で示す町の取り組みは、
近年の時代潮流を踏まえ、これまでに町で実施し
てきた様々な取り組みを検証し、今後５年間で実
施する施策及び事業等を体系的に示します。

ＳＤＧｓとの連動

　政府は、2016年（平成28年）12月に策定した「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実施指針」のなかで、国
として注力すべき８つの優先課題を掲げるとともに、各自治体に対し、各種計画や戦略、方針の策定等にＳＤ
Ｇｓの要素を最大限反映することを奨励しています。
　本町においては、総合計画で取り組む方向性は、国際社会全体の開発目標であるＳＤＧｓの目指す17の目
標とスケールは違うものの、その目指すべき方向性は同様
であることから、総合計画の推進を図ることで、ＳＤＧｓの
目標達成につながるものであると考えます。
　基本計画の各施策に、ＳＤＧｓの目指す17のゴールを
関連付けることで、総合計画、ＳＤＧｓを一体的に推進し
ていきます。
　なお、ＳＤＧｓの17のゴールの内容は次の通りです。

1 貧困をなくそう あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

2 飢餓をゼロに 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実
現し、持続可能な農業を促進する

3 すべての人に
健康と福祉を

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確
保し、福祉を促進する

4 質の高い教育を
みんなに

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育
を提供し、生涯学習の機会を促進する

5 ジェンダー平等を
実現しよう

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児
の能力強化を行う

6 安全な水とトイレを
世界中に

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能
な管理を確保する

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な
近代的エネルギーへのアクセスを確保する

8 働きがいも
経済成長も

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々
の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間ら
しい雇用 (ディーセント・ワーク ) を促進する

9 産業と技術革新の
基盤をつくろう

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的か
つ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの
推進を図る

10 人や国の不平等をなくそう 国内及び各国家間の不平等を是正する

11 住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靱 ( レジリエント）で持続可
能な都市及び人間居住を実現する

12 つくる責任つかう責任 持続可能な生産消費形態を確保する

13 気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策
を講じる

14 海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、
持続可能な形で利用する

15 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地
の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

16 平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベル
において効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

17 パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシップを活性化する




